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みみそそづづくくりり

当
Ｊ
Ａ
女
性
部
は
七
月
二
十
四

日
、
本
店
で
毎
年
恒
例
の
『
ち
ゃ

ぐ
り
ん
フ
ェ
ス
タ
』
を
開
催
し
ま

し
た
。
小
学
生
と
保
護
者
ら
六
十

名
程
が
集
ま
り
、
味
噌
づ
く
り
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
工
作
を
行
い
ま
し

た
。子
供
た
ち
は「
楽
し
か
っ
た
」

と
話
し
、
大
満
足
の
様
子
で
し
た
。

女
性
部
の
馬
場
嵜
奈
津
子
部
長

は
「
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
も
ら
え
る

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
内
容
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
楽
し
ん
で
い
っ
て

く
だ
さ
い
」
と
会
の
冒
頭
で
あ
い

さ
つ
。
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
の

紹
介
も
行
い
「
農
家
以
外
も
入
会

で
き
ま
す
の
で
、
一
人
で
も
多
く

の
入
会
を
お
願
い
し
ま
す
。
九
月

三
日
に
は
親
子
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
企
画
し
て
い
ま
す
」
と
呼
び
掛

け
て
い
ま
し
た
。

子
供
た
ち
が
熱
中
し
た
の
は

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
作
る
空
気
砲
。

親
子
で
協
力
し
て
作
り
、
絵
を
描

い
た
紙
の
的
を
狙
っ
て
パ
ン
パ
ン

と
鳴
る
空
気
砲
の
音
と
、
子
供
た

ち
の
笑
い
声
で
賑
や
か
な
工
作
で

し
た
。

昼
食
に
は
女
性
部
お
手
製
の
カ

レ
ー
、
お
や
つ
に
青
年
部
が
か
き

氷
を
参
加
者
た
ち
に
振
る
舞
い
ま

し
た
。
会
の
最
後
に
は
女
性
部
が

童
話
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま
し
た
。

ちゃぐりんよんでね！ちゃぐりんよんでね！

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が

ジ
ッ
パ
ー
ケ
ー
ス
に
。

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が

ジ
ッ
パ
ー
ケ
ー
ス
に
。
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やったー

さっきまでの賑やかさが嘘のように、
みんな聞き入っていました。

みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんななななななななななななななななななななななななななななななな元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元元気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気気
ちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃゃぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん

青年部のかき氷

自分で作った
ペットボトル空気砲に夢中
自分で作った
ペットボトル空気砲に夢中

的当てゲームで白熱的当てゲームで白熱

読み聞かせ読み聞かせ

昼食は女性部
お手製のカレー
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当
Ｊ
Ａ
女
性
部
助
け
合
い
組
織
は
ま

ゆ
う
部
会
は
七
月
十
九
日
、
福
江
総
合

福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
で
ヘ
ル
パ
ー
研
修

会
を
開
催
、
介
護
食
を
作
り
ま
し
た
。

参
加
し
た
部
員
は
「
簡
単
に
作
れ
る
美

味
し
い
品
ば
か
り
で
、
と
て
も
勉
強
に

な
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

介
護
食
と
は
咀
嚼
力
や
嚥
下
の
機
能

に
問
題
が
あ
る
方
の
た
め
に
、
調
理
法

を
工
夫
し
た
り
、
形
態
を
調
整
し
て
食

べ
や
す
く
し
た
食
事
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。
部
員
九
名
が
参
加
し
た
研
修
会
で

は『
家
の
光
』で
連
載
さ
れ
て
い
る
エ
ー

コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
で
作
る
ま
ご
こ
ろ
介

護
食
か
ら
四
品
を
選
ん
で
調
理
し
ま
し

た
。同

部
会
の
片
山
染
子
部
会
長
は
「
老

老
介
護
で
大
変
に
な
っ
て
く
る
と
思
う

が
、
ご
ち
そ
う
を
作
っ
て
人
生
を
楽
し

く
し
ま
し
ょ
う
」
と
参
加
し
た
部
員
た

ち
に
呼
び
掛
け
、
毎
年
恒
例
の
研
修
会

を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

①
ガ
ン
バ
ロ
ー
三
唱
で
一

致
団
結
す
る
職
員
ら

②
事
業
推
進
事
例
発
表
を

す
る
入
口
支
店
長
（
福

江
支
店
）

③
平
成
二
十
七
年
度
優
秀

成
績
店
舗
表
彰
（
Ｊ
Ａ

カ
ー
ド
）
の
部
で
県
下

第
四
位
の
成
績
を
収
め

た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、

Ｊ
Ａ
ご
と
う
職
員
表
彰

を
受
け
る
原
支
店
長

（
受
賞
し
た
有
川
支
店

を
代
表
）

当
Ｊ
Ａ
は
七
月
二
十

日
、
Ｊ
Ａ
本
店
に
て
平

成
二
十
八
年
作
ビ
ワ
の

出
荷
反
省
会
を
行
い
ま

し
た
。
二
十
八
年
産
ビ

ワ
は
栽
培
面
積
一
・
九

六
㌶
（
う
ち
九
七
％
が

ハ
ウ
ス
栽
培
）
で
前
年

対
比
九
四
・
八
％
の
一

二
・
七
㌧
を
出
荷
、
一

月
の
大
寒
波
で
ハ
ウ
ス

ビ
ワ
が
品
質
低
下
、
露

地
ビ
ワ
は
出
荷
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。

会
に
出
席
し
た
市
場

関
係
者
か
ら
は
「
三
月

は
例
年
よ
り
出
荷
量
が

か
な
り
多
く
、
単
価
に

影
響
し
た
。
ビ
ワ
が
動
き
出
す
（
需

要
が
増
す
）の
は
四
月
か
ら
。�
旬
�

感
を
出
し
て
欲
し
い
」
と
例
年
よ
り

早
い
出
足
に
販
売
が
難
し
か
っ
た
こ

と
を
明
か
し
、
改
善
を
要
求
し
て
い

ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
営
農
担
当
者
は
「
こ
れ
ま
で

定
期
的
に
行
っ
て
き
た
各
ハ
ウ
ス
で

の
現
地
講
習
会
を
引
き
続
き
行
い
、

栽
培
管
理
の
技
術
・
知
識
向
上
を

図
っ
て
い
く
。
管
理
徹
底
で
品
質
向

上
、
反
収
ア
ッ
プ
に
繋
げ
た
い
」
と

次
年
作
へ
の
意
気
込
み
を
語
り
ま
し

た
。

左上：豚肉のピクルス和え
左下：やわらかハンバーグ
右上：ブルーベリーとパイナップル

の杏仁豆腐
右下：焼きふ入り卵丼

『『ままごごこころろ』』込込めめてて……
はまゆうヘルパー研修会（介護食作り）

次年作へ決意新たに
－ビワ出荷反省会－
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盛り付けて完成
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山
内
さ
ん
は
葉
タ
バ
コ
（
三
五
〇
㌃
）
を
中
心

に
麦
類
（
一
〇
㌶
）、
キ
ャ
ベ
ツ
（
夏
・
冬
合
わ

せ
て
四
〇
㌃
）、
ニ
ン
ジ
ン
（
三
〇
㌃
）、
馬
鈴
薯

（
さ
ん
じ
ゅ
う
丸
・
ニ
シ
ユ
タ
カ
、
一
一
〇
㌃
）、

レ
タ
ス
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

就
農
か
ら
法
人
設
立
ま
で

二
十
歳
で
就
農
し
た
山
内
さ
ん
、
就
農
の
き
っ

か
け
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
「
先
祖
の
代
か
ら
ず
っ

と
農
業
を
し
て
い
た
。
小
さ
い
頃
か
ら
親
父
や
じ

い
ち
ゃ
ん
達
の
働
く
姿
を
見
て
き
て
、
必
然
的
に

農
業
の
分
野
に
引
き
込
ま
れ
た
感
じ
」
と
の
こ
と

で
し
た
。

当
時
か
ら
葉
タ
バ
コ
を
メ
イ
ン
に
馬
鈴
薯
と
麦

類
を
栽
培
。
少
し
ず
つ
規
模
拡
大
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
栽
培
品
目
を
増
や
し
て
き
た
そ
う
で
す
。

ま
た
一
昨
年
（
平
成
二
十
六
年
）
の
十
一
月
に
は

農
業
法
人
を

設
立
（
株
式

会
社
山
内

フ
ァ
ー
ム
）。

「
会
社
組
織

に
し
た
方
が

（
個
人
で
取

引
す
る
の
と

比
べ
て
）
取

引
先
か
ら
強

い
信
用
信
頼

を
得
ら
れ

る
」
と
山
内

さ
ん
は
設
立

意
図
を
話
し

ま
し
た
。

設
立
か
ら
約
一
年
九
ヶ
月
、
変
化
に
つ
い
て
尋

ね
る
と
「
個
人
で
栽
培
し
て
い
た
時
よ
り
も
管
理

を
徹
底
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
規
模
に
栽
培
す

る
以
上
、
取
引
先
に
対
し
て
�
今
年
は
悪
か
っ
た

（
不
作
だ
っ
た
）
の
で
あ
り
ま
せ
ん
�
で
は
通
用

し
な
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

食
べ
る
相
手
が
見
え
る
か
ら

こ
の
日
（
取
材
日
）
は
学
校
給
食
用
の
ニ
ン
ジ

ン
を
収
穫
中
。
学
校
給
食
用
は
特
に
取
扱
い
に
注

意
す
る
そ
う
で
、
収
穫
し
た
ニ
ン
ジ
ン
は
手
洗
い

で
洗
浄
し
ま
す
。
通
常
は
洗
浄
機
を
使
用
す
る
そ

う
で
す
が
、
そ
の
際
に
生
じ
る
表
面
へ
の
ブ
ラ
シ

傷
を
避
け
る
た
め
に
手
洗
い
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。
山
内
さ
ん
は
「
児
童
・
生
徒
か
ら
�
今

日
の
ニ
ン
ジ
ン
は
お
い
し
か
っ
た
よ
�
と
言
わ
れ

る
の
が
励
み
に
な
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

経
営
手
腕
も
見
せ
所

「
栽
培
は
自
然
が
相
手
な
の
で
、
毎
年
の
気
象

条
件
に
左
右
さ
れ
る
。（
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で

も
）
大
地
に
根
差
し
た
、
し
っ
か
り
と
し
た
経
営

を
し
た
い
」
と
語
る
山
内
さ
ん
。
今
後
に
つ
い
て

は
「
栽
培
品
目
を
増
や
し
て
加
工
分
野
に
参
入
し

た
い
。
今
、
収
穫
し
て
い
る
ニ
ン
ジ
ン
も
、
出
荷

で
き
な
い
も
の
を
加
工
し
て
利
益
に
繋
が
ら
な
い

か
、
と
思
っ
て
い
る
」
と
山
内
さ
ん
。
話
を
聞
い

て
い
た
奥
様
は
「
取
引
先
（
ス
ー
パ
ー
等
の
小
売

業
者
）
を
増
や
し
て
、
単
独
で
も
卸
せ
る
よ
う
な

企
業
に
な
り
た
い
」
と
付
け
加
え
ま
し
た
。

山
内
さ
ん
に
は
丁
寧
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え

て
頂
き
ま
し
た
。お
か
げ
様
で
、今
回
は
普
段
よ
り

字
数
が
多
い
で
す
。
こ
れ
で
も
書
き
た
い
こ
と
を

い
く
ら
か
削
っ
た
く
ら
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
規
模

拡
大
や
加
工
事
業
へ
の
参
入
な
ど『
チ
ャ
レ
ン
ジ
』

す
る
際
に
は
、
是
非
と
も
取
材
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

太陽と緑
五島がうまい

の
立役者 NO．74

頼
も
し
さ『
さ
ん
じ
ゅ
う
ま
る
』

五
島
市
下
崎
山
町

や
ま
う
ち

せ
い
い
ち

山
内

清
一
さ
ん（
36
）
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管
内
の
夏
芽
ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
は
六
月
上
旬
か
ら
出
荷
が

続
い
て
お
り
、
七
月
下
旬
か

ら
出
荷
最
盛
期
を
迎
え
て
い

ま
す
。
Ｊ
Ａ
営
農
担
当
者
は

「
天
候
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た

春
芽
の
出
荷
量
は
前
年
対
比

の
七
九
・
五
％
。
当
然
、
夏

芽
に
も
影
響
す
る
」
と
語
る

よ
う
に
、
夏
芽
の
出
荷
は
鈍

く
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
生
産
量
を
伸
ば
し

て
い
る
農
家
も
い
ま
す
。
ハ

ウ
ス
で
夏
芽
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス

を
栽
培
す
る
西
部
支
店
管
内

の
清
川
進
一
さ
ん
は
「
今
年

は
立
茎
時
の
管
理
に
重
点
を

置
い
て
栽
培
し
て
き
た
。
他

に
、
わ
き
芽
処
理
や
換
気
、

水
管
理
が
う
ま
く
い
っ
て
い
て
、
昨
年
よ

り
二
割
く
ら
い
収
量
が
上
が
っ
て
い
る
。

引
き
続
き
管
理
を
徹
底
し
て
い
く
」
と
手

ご
た
え
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

管
内
の
今
年
産
夏
芽
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、

四
十
二
名
の
生
産
者
で
約
五
㌶
を
栽
培
。

Ｊ
Ａ
は
天
候
に
応
じ
た
品
質
管
理
、
肥
培

管
理
を
徹
底
し
、
品
質
の
良
い
五
島
産
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
の
銘
柄
確
立
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
は
七
月
十
三
日
、
Ｊ

Ａ
本
店
に
て
平
成
二
十
七
年
作

ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
の
出
荷
反

省
会
を
行
い
ま
し
た
。
管
内
の

作
付
面
積
は
九
・
七
㌶
（
前
年

対
比
一
二
五
％
）
で
、
一
一
三

㌧
（
同
一
〇
五
％
）
を
出
荷
、

反
収
一
・
一
㌧
（
同
八
四
％
）

で
終
え
た
二
十
七
年
作
を
振
り

返
る
と
と
も
に
、
二
十
八
年
作

の
作
付
面
積
計
画
一
〇
㌶
を
確

認
し
ま
し
た
。

二
十
七
年
作
は
十
一
月
の
高

温
多
湿
に
よ
る
前
進
出
荷
で
、

例
年
、
出
荷
最
盛
期
と
な
る
十
一
月
の
出
荷

量
は
四
六
㌧
（
同
一
四
七
％
）
を
出
荷
。
一

月
に
は
降
雪
・
大
寒
波
の
影
響
を
大
き
く
受

け
、
一
月
以
降
（
五
月
ま
で
）
の
出
荷
量
は

三
六
㌧
（
同
六
五
％
）
で
終
了
し
て
い
ま
す
。

出
荷
量
減
少
に
よ
る
生
産
意
欲
の
低
下
が

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
出
席
し
た
生
産
者
か

ら
は
「
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
が
一
番
安
定
し

て
い
る
。
他
品
目
か
ら
の
移
行
を
考
え
て
い

る
農
家
も
い
る
よ
う
だ
」
と
、
嬉
し
い
発
言

も
あ
り
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
営
農
担
当
者
は
「
管
内
で
栽
培
す
る

多
く
の
品
目
が
規
模
を
縮
小
す
る
な
か
、
ス

ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
は
作
付
面
積
が
年
々
拡
大

し
て
い
る
数
少
な
い
品
目
の
ひ
と
つ
。
生
産

者
の
高
齢
化
に
よ
り
、
軽
量
高
単
価
品
目
へ

移
行
し
て
い
る
」
と
話
し
、
定
植
開
始
（
八

月
中
旬
頃
）
ま
で
残
さ
れ
た
時
間
は
少
な
い

で
す
が
、
作
付
け
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
は
七
月
十
三

日
、
Ｊ
Ａ
本
店
で
ソ
ラ

マ
メ
出
荷
反
省
会
を
行

い
ま
し
た
。
平
成
二
十

八
年
産
ソ
ラ
マ
メ
は
前

年
対
比
一
〇
九
％
の

七
・
六
㌶
を
作
付
け
し

ま
し
た
が
、
大
寒
波
の

影
響
で
販
売
高
は
同
六

五
％
の
四
千
五
百
万
円
。

二
十
八
年
産
ソ
ラ
マ

メ
は
十
月
上
旬
の
定
植

後
、
順
調
に
生
育
し
て

い
ま
し
た
が
、
年
明
け

の
大
雪
・
低
温
に
よ
り

さ
や
に
被
害
。
そ
の
後

は
暖
冬
に
よ
り
順
調
に

生
育
し
ま
し
た
が
、
出

荷
量
は
九
九
㌧
、
前
年
の
七
三
％
で

終
了
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
営
農
担
当
者
は
「
大
雪
・
低

温
が
品
質
・
出
荷
量
に
大
き
く
影
響

し
た
。
ま
た
他
産
地
の
出
荷
が
同
じ

よ
う
に
推
移
し
た
こ
と
か
ら
、
単
価

が
安
か
っ
た
。
次
期
は
更
な
る
規
模

拡
大
を
目
標
と
し
て
い
る
、（
二
十

八
年
産
が
七
割
作
と
）
状
況
は
厳
し

い
が
、
達
成
に
向
け
て
農
家
へ
積
極

的
に
推
進
し
て
い
く
」
と
意
気
込
み

を
話
し
て
い
ま
す
。

①
来
場
者
の
注
目
を
集
め
た
大
型

ト
ラ
ク
タ
ー

②
恒
例
の
女
性
部
に
よ
る
昼
食
バ

ザ
ー

③
消
火
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

今今年年作作はは1100㌶㌶をを計計画画
－スナップエンドウ出荷反省会－

意意意意意意意意意意意意欲欲欲欲欲欲欲欲欲欲欲欲低低低低低低低低低低低低下下下下下下下下下下下下をををををををををををを防防防防防防防防防防防防ぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎ、、、、、、、、、、、、拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡拡大大大大大大大大大大大大をををををををををををを図図図図図図図図図図図図りりりりりりりりりりりりまままままままままままますすすすすすすすすすすす。。。。。。。。。。。。
－ソラマメ出荷反省会－

たくさんのご来場ありがとうございました。
－電化ショー＆農機具・自動車展示会－

夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽芽出出出出出出出出出出出出荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷荷ががががががががががががピピピピピピピピピピピピーーーーーーーーーーーーククククククククククククでででででででででででですすすすすすすすすすすす。。。。。。。。。。。。
－夏芽アスパラガス出荷－

321

収穫作業中の
清川さん

秋秋
冬冬
品品
目目
生生
産産
経経
費費
支支
援援
をを
決決
定定

七
月
二
十
六
日
開
催
の
平
成
二
十
八
年
度
第
四
回
理
事
会
に
お
い
て
平
成
二
十
七

年
の
天
候
不
順
に
よ
る
影
響
が
大
き
か
っ
た
作
物
（
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・
契
約
レ
タ

ス
・
高
菜
・
そ
ら
ま
め
）
に
つ
き
ま
し
て
、
生
産
意
欲
衰
退
の
軽
減
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
二
十
八
年
作
の
生
産
費
（
元
肥
及
び
種
苗
費
）
の
三
割
を
支
援
す
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。
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当
Ｊ
Ａ
は
七
月
十
三
日
、
十
四
日

の
両
日
、
五
島
家
畜
市
場
で
平
成
二

十
八
年
七
月
期
せ
り
市
を
開
催
し
ま

し
た
。
子
牛
の
平
均
取
引
価
格
は
八

十
三
万
五
一
〇
六
円
（
過
去
最
高

だ
っ
た
前
回
よ
り
三
九
四
〇
円
安
）

と
若
干
下
げ
ま
し
た
が
「
直
近
の
九

州
管
内
の
市
場
の
取
引
状
況
か
ら
二

〜
三
万
の
下
げ
を
見
込
ん
で
い
た
」

畜
産
担
当
者
は
胸
を
な
で
お
ろ
し
て

い
ま
す
。

一
八
七
戸
の
畜
産
農
家
が
子
牛
四

四
九
頭
（
前
回
五
〇
三
頭
）、
成
牛

六
一
頭
、
計
五
一
〇
頭
の
黒
毛
和
種

を
上
場
（
う
ち
本
人
落
札
が
子
牛
二

頭
、
成
牛
一
頭
）。
子
牛
の
最
高
価

格
は
百
二
十
万
三
一
二
〇
円
、
成
牛

六
一
頭
の
平
均
取
引
価
格
は
五
十
一

万
六
三
六
六
円
（
前
回
比
二
・
六
％

安
）
で
し
た
。

今
回
の
せ
り
市
に
つ
い
て
Ｊ
Ａ
畜

産
部
担
当
者
は
「
初
日
の
子
牛
平
均

取
引
価
格
は
前
回
せ
り
か
ら
約
二
万

二
〇
〇
〇
円
の
下

げ
、
二
日
目
は
逆

に
約
一
万
八
〇
〇

〇
円
の
上
げ
。
購

買
者
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
子
牛
か
否

か
、
個
体
差
が
大

き
か
っ
た
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

購
買
者
か
ら
の

要
望
は
『
増
頭
』

ば
か
り
。
当
Ｊ
Ａ

は
、
畜
産
ク
ラ
ス

タ
ー
事
業
等
を
活

用
し
な
が
ら
、
農

家
皆
さ
ん
と
共
に

増
頭
に
取
り
組
み

ま
す
。

当
Ｊ
Ａ
青
年
部
本
山
支
部
は
本
山
小

学
校
の
二
年
生
二
十
五
名
と
と
も
に
毎

年
恒
例
の
サ
ツ
マ
イ
モ
の
定
植
作
業
を

行
い
ま
し
た
。
青
年
部
の
指
導
の
下
、

児
童
ら
は
『
安
納
芋
』
と
『
高
系
十
四

号
』
を
楽
し
く
植
え
ま
し
た
。

児
童
ら
は
青
年
部
が
手
作
り
し
た
道

具
（
先
端
を
尖
ら
せ
二
股
に
加
工
し
た

三
〇
㌢
程
の
長
さ
の
竹
）
を
使
い
、
マ

ル
チ
シ
ー
ト
を
張
っ
た
畝
に
イ
モ
苗
を

挿
し
て
い
き
ま
し
た
。
初
め
て
苗
を
挿

し
た
児
童
は
「
こ
れ
楽
し
い
」
と
言
っ

て
、
次
の
苗
を
取
り
に
駆
け
て
い
き
ま

し
た
。

児
童
ら
は
競
う
よ
う
に
苗
を
挿
し

「
も
う
苗
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
意
欲

的
に
取
り
組
み
、
短
時
間
で
作
業
を
終

え
ま
し
た
。
青
年
部
員
は
「
昨
年
よ
り

上
手
く
植
え
て
い
る
（
昨
年
は
現
在
の

三
年
生
が
定
植
作
業
）。
植
え
方
に
も

性
格
が
で
る
」
と
作
業
を
振
り
返
っ
て

笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
七
月
七
日
と
、
か
な
り
遅

め
の
定
植
作
業
。
収
穫
は
十
一
月
上
旬

と
な
る
見
込
み
で
「
大
き
な
袋
を
持
っ

て
来
て
い
い
で
す
か
」
と
、
児
童
ら
は

早
く
も
収
穫
準
備
に
入
っ
た
模
様
で
す
。

子子子子子子子子子子子
牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛
平平平平平平平平平平平
均均均均均均均均均均均
下下下下下下下下下下下
げげげげげげげげげげげ
るるるるるるるるるるる
ももももももももももも
高高高高高高高高高高高
値値値値値値値値値値値
維維維維維維維維維維維
持持持持持持持持持持持

－

七
月
期
せ
り
市－

前回比
（％）
98．6
99．4
99．5

平均体重
（㎏）
269
287
279

㎏単価
（円）
2，874
3，079
2，992

平均価格
（円）
772，364
884，546
835，106

最高価格
（円）
1，089，720
1，203，120
1，203，120

落札価格
（円）

140，885，000
204，756，000
345，641，000

売却
（頭）
197
250
447

性別
メス
去勢
合計

豊豊
作作
願願
いい
、、

楽楽
しし
くく
作作
業業

－

本
山
小
学
校
イ
モ
挿
し－

みるみる上達、終わるころには名人級？

平成28年7月せり市成績表（子牛）

個体差あるも高値平均

最終チェック☆最終チェック☆

青年部の活動
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●●●お盆期間中の営業時間のご案内●●●

次
第1

議
案
事
項

議
案
№
1

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

①
畜
産
事
業
所
セ
リ
市
場
ト
イ
レ
及
び
事

務
所
ト
イ
レ
改
修
工
事

②
本
山
支
店
購
買
倉
庫
改
修
工
事

③
本
店
事
務
所
無
停
電
電
源
装
置
設
置
工

事
④
山
内
農
業
倉
庫
冷
却
機
取
替
工
事

議
案
№
2

秋
冬
品
目
生
産
経
費
支
援
の
件

に
つ
い
て

議
案
№
3

麦
生
産
経
費
支
援
の
件
に
つ
い

て議
案
№
4

平
成
二
十
七
年
度
下
半
期
監
事

監
査
指
摘
事
項
に
対
す
る
回
答
に
つ
い
て

議
案
そ
の
他

2

報
告
事
項

報
告
№
1

主
な
事
業
経
過
と
行
事
予
定
に

つ
い
て

報
告
№
2

主
要
事
業
六
月
末
計
画
と
実
績

に
つ
い
て

報
告
№
3

産
直
市
場
「
五
島
が
う
ま
い
」

六
月
末
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
4

平
成
二
十
八
年
度
第
1
四
半
期

子
会
社
の
営
業
実
績
等
に
つ
い
て

①
㈱
Ｊ
Ａ
ご
と
う
葬
祭

②
㈱
Ｊ
Ａ
ご
と
う
食
肉
セ
ン
タ
ー

③
㈱
Ｊ
Ａ
フ
ァ
ー
ム
ご
と
う

報
告
№
5

平
成
二
十
八
年
六
月
末
食
肉
販

売
実
績
に
つ
い
て

報
告
№
6

平
成
二
十
八
年
七
月
期
県
内
家

畜
市
場
市
況
に
つ
い
て

報
告
№
7

平
成
二
十
八
年
度
第
1
四
半
期

余
裕
金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

報
告
№
8

平
成
二
十
八
年
度
第
1
四
半
期

内
部
監
査
の
実
施
状
況
に
つ
い
て

報
告
№
9

貸
付
金
の
実
行
に
つ
い
て

報
告
№
10

お
盆
期
間
中
の
営
業
に
つ
い
て

報
告
№
11

営
農
生
産
委
員
会
の
結
果
に
つ

い
て

報
告
№
12

体
制
整
備
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実

施
報
告
に
つ
い
て

報
告
№
13

平
成
二
十
八
年
度
第
1
四
半
期

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
践
状

況
に
つ
い
て

報
告
№
14

平
成
二
十
八
年
度
第
1
四
半
期

相
談
苦
情
等
定
期
報
告
に
つ
い
て

報
告
№
15

後
継
者
育
成
対
策
積
立
金
交
付

報
告
に
つ
い
て

報
告
そ
の
他

平
成
二
十
八
年
度

第
四
回
理
事
会

●
平
成
二
十
八
年
七
月
二
十
六
日
㈫
開
催

人工授精

※午前8時30分まで受付分
→午前8時30分から授精
※午前8時30分から午後2
時まで受付分

→午後2時から授精
※午前8時30分まで受付分
→午前8時30分から授精
※午前8時30分から午後2
時まで受付分
→午後2時から授精
※午前8時30分まで受付分
→午前8時30分から授精
※午前8時30分から午後2
時まで受付分

→午後2時から授精

平 常 業 務

直売所

午後6時
まで営業

午後6時
まで営業

午後5時
まで営業

Ａコープ
店舗

午後5時
まで営業

休 業

午後5時
まで営業

ＪＡ
グリーン

午後5時
まで営業

休 業

午後5時
まで営業

給油所

午後5時
まで営業
（ＳＳ本店
は午後6時
迄）

休 業
（ＳＳ本店
は午後6時
迄）

休 業
（ＳＳ本店
は午後6時
迄）

自動車農機・
LPG

午前中営業
（農機は早
期水稲等の
状況により
当番対応）

休 業
（農機は早
期水稲等の
状況により
当番対応）

休 業
（農機は早
期水稲等の
状況により
当番対応）

ATM

稼 働
（午後5時
まで）

本店のみ
稼 働
（午前9時
～午後5時）

稼 働
（午後5時
まで）

為替業務

休 業

休 業

平常業務

一般業務

午前中営業

休 業

休 業
※貯金・貸出
共済業務は
午後3時ま
で営業
※出張所は休業

8月13日
㈯

8月14日
㈰

8月15日
㈪

8月16日
㈫

店 舗
浦桑店以外
平常業務

平常業務

平常業務
平 常 業 務

浦桑店
午後7時まで営業

午後7時まで営業

午後7時まで営業

プロパン

午前中営業

休 業

平常業務

農機具

午前中営業

休 業

平常業務

給油所

平常業務

休 業

平常業務

ATM

稼 働
浦桑店のみ稼働
（他は休業）
稼 働

為替業務

休 業

休 業

平常業務

一般業務

午前中営業

休 業

平常業務

8月13日㈯

8月14日㈰

8月15日㈪
8月16日㈫

【下地区】

【上地区】
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お知らせ満載☆掲示板
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編
集
後
記

住所：〒853‐0041 五島市籠淵町2450番地1
電話：0959‐88‐9933 FAX：0959‐88‐9922
営業時間：9時～19時
※農家レストランは10時30分～15時（予約については別途）
※土日限定バイキング 11時～15時
料金 大人：1，080円 子ども：600円（小学生以下）

定休日：原則年中無休

七
月
二
十
三
日
、『
Ｊ
Ａ
ご

と
う
全
職
員
研
修
大
会
』
を
行

い
、
講
師
を
招
い
て
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
（
法
令
遵
守
）
研
修

を
行
う
と
と
も
に
、
事
業
達
成

へ
向
け
て
の
機
運
を
高
め
ま
し

た
。研

修
で
題
材
と
な
っ
た
改
正

農
協
法
、
と
り
わ
け
准
組
合
員

の
Ｊ
Ａ
事
業
利
用
規
制
に
注
目
。

規
制
実
施
の
是
非
も
含
め
て
こ

の
五
年
間
で
調
査
（
営
農
・
経

済
事
業
改
革
の
成
果
や
准
組
合

員
の
Ｊ
Ａ
事
業
利
用
実
態
）
が

行
わ
れ
検
討
さ
れ
ま
す
。

調
査
に
は
地
域
住
民
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
も
盛
り
込
ま
れ
て
い

て
、『
Ｊ
Ａ
の
地
域
貢
献
』『
Ｊ

Ａ
事
業
へ
の
理
解
』
が
鍵
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
誌
面
掲
載
の

『
ち
ゃ
ぐ
り
ん
フ
ェ
ス
タ
』
や

『
食
農
教
育
活
動
』
な
ど
女
性

部
・
青
年
部
・
Ｊ
Ａ
が
主
と
な

る
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
最
近
目

立
っ
て
き
て
い
る
地
域
行
事
へ

の
積
極
的
な
参
加
・
協
力
で
存

在
感
を
示
し
て
い
き
ま
す
。
行

事
の
企
画
や
協
力
は
苦
労
も
多

い
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
は
伝
え

る
側
と
し
て
各
種
行
事
へ
参
加

し
ま
す
が
、
催
し
の
際
に
見
ら

れ
る
参
加
者
の
笑
顔
。
こ
の
笑

顔
を
生
む
企
画
・
協
力
者
の
苦

労
に
、
頭
の
下
が
る
思
い
で
す
。
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